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弓 新さん応援レポート
「弓 新 ヴァイオリンリサイタル」
2016年５月17日（火） 杉並公会堂小ホール

“音楽の根源への探求ーダイナミックかつ俊敏に”

５月17日、杉並公会堂。
器楽部門奨学生・弓新さんの公演、
「弓 新 ヴァイオリン・リサイタル」が開催さ
れた。

チューリヒ芸術大学に留学中の弓さん、
一時帰国し、２日前には京都でのリサイタ
ルを終えたばかり。京都・東京ともピアノは、
佐藤卓史さん。ソリストとしてはもちろん、
室内楽の名手としても知られる方。
弓さんとの共演はこれまでに何度も。お互
いを良く知る二人により奏でられる音色が
楽しみだ。

ひさしぶりの東京での演奏会。会場の杉並
公会堂には、開場を待つ多くのお客様。

開場前の舞台をのぞいてみると、最終リ
ハーサルの真最中。
本日は、２日前の京都公演と同じプログラ
ム。京都公演の感触も加えて細かな調整
が行われている。
京都公演と、本日の東京公演では使用す
るピアノ、また会場の音響も異なるため、そ
うしたことをふまえての、入念なチェック。

手元のプログラムには、弓さんが師事する
イリヤ・グリンゴルツ氏のコメントが記載さ
れている。

『弓新はダイナミックかつ俊敏で研ぎ澄ま

された演奏家である。・・・さらに作品に対し
て深い知識を持ち合わせ、最大限の敬意
をこめて演奏にあたる。大抵の人の場合、
「経緯」は自身の演奏に向けられて妨げと
なるものだが、彼の場合は決してそうでは
ない。彼の作品に対する「敬意」はむしろ音
楽の根源への探求のきっかけであり、確信
をとらえようとする触媒でもある。この探究
への純粋な精神が、彼が「弓新」であるこ

となのかもしれない。そしてこのことが、彼
を彼の仲間たちから傑出させている所以な
のである』
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“作品への「敬意」を込めて”あふれる存在感

演奏会が始まる。

最初の曲は。ヴァイオリン独奏、ブーレーズのアンテーム 1。

ここのところの弓さんの演奏会では定番ともいえる曲。さすがの
安定感。落ち着きのある堂々とした演奏を聴かせてくれる。

２曲目はシューベルトのソナチネ。抑揚のあるメロディー、太くし
なやか、しっとり華奢、旋律の対比も美しく。ゾーンに入っている
かのような演奏に圧倒される。ピアノとの調和もうなるほど。

次の曲はシェーンベルグのファンタジー。特徴ある曲を自在に
弾きこなす演奏に聴き入る。

後半のスタートは、イザイの無伴奏ヴァイオリン・ソナタ。

音楽的、技巧的ともに非常に高度なものが要求されるという名
曲をこれまた圧巻の演奏。

プログラムラストはフランクのヴァイオリン・ソナタ。
強弱、緩急、メリハリの効いた音色に魅了される客席。

ピアノの佐藤卓史さんとの息もぴったりに、圧倒的な存在感。
堂々と、また自在に、弓さんの個性満載、独自の世界を
披露してくれた。

鳴り止まぬ拍手に、アンコール曲。
サティの「星々の息子第一幕への前奏曲 “天職”」と
クライスラーの「シンコペーション」、２曲で応えてくれた。

演奏写真は
リハーサル時のもの

満員の客席には、９月の
財団45周年コンサートで共演する
新奨学生水野優也さん(チェロ)の
姿も。
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いろいろなものを取り込みながら自分のスタイルを
音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

＜演奏会概要＞
◆出演
弓新（ヴァイオリン）
佐藤卓史（ピアノ）
◆プログラム
- P. ブーレーズ: アンテーム 1
P. Boulez: Anthèmes 1 pour violon seul
- F. シューベルト: ソナチネイ短調 D.385
F. Schubert: Sonatine für Klavier und Violine a-moll D.385
- A. シェーンベルク: ファンタジー op.47
A. Schönberg: Phantasy for violin with piano accompaniment 
op.47
- E. イザイ: 無伴奏ヴァイオリンソナタ第4番ホ短調 op.27
E.Ysaÿe: Sonate pour violon seul no. 4 en mi mineur op.27
- C.フランク: ソナタイ長調
C.Franck: Sonate pour violon et piano en la majeur
アンコール
エリック・サティ: 星々の息子第一幕への前奏曲 "天職"
フリッツ・クライスラー: シンコペーション

終演後、弓さんに話を聞いた；

－本日の選曲は；
「・・・以前、スイスでピアノの佐藤さんと公演したときのプログラ
ムをベースに組み立てました。ブーレーズは好んで弾いてきた
のですが、今年１月に死去されて・・・・。非常に残念なのですが、
今後も弾き続けていきたいと思っています。８月のスイスでの
フェスティバルでも、披露する予定です」

－今年度の取り組みについて聞かせてください；
「・・・もっともっと自分の考えていることを表せるようにしていき
たいと思っています。いろいろなアイデアを取り入れて、影響を
受けて、10年先、20年先の自分を見据えて挑戦していきたい
です」
「・・・加えて、新しいものにも積極的に取り組んでこうと考えてい
ます。たとえば、もっと室内楽
にも取り組んでいこうと思って
います。
このあと、スイスに戻ったら、
毎日室内楽のリハーサルが
続く予定です」

京都、東京と続いた演奏会を
終えた達成感か、とても
穏やかな表情で応えてくれた。

一時帰国前も、帰国後も、
たくさんの演奏会が続く日々。
音楽家としては、うれしい
悲鳴なのかも。

弓さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

ピアノの佐藤卓史さんと

終演後はホワイエにてご挨拶。
ひさしぶりの東京公演ということもあっ
て、多くの方々が取り囲み、列が途切
れない。

９月の財団45周年記念コンサートで、
共演する今年度新奨学生水野優也さ
んともご対面。
２人によるブラームスのドッペル・コン
ツェルトが楽しみだ。
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【コンサート・フライヤー（表）】
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【コンサート・フライヤー（裏）】
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【コンサート・プログラム】


